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～メンテナンスの高度化と効率化を実現～

技術開発の背景・目的

IoTを活用した変電設備状態監視保全システム
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自社単独研究現場課題の解決
レジリエンスの強化

研究担当部署
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状態保全システムの特長02

04 研究者より

中部電力パワーグリッド（株）
エンジニアリングセンター技術開発グループ

⚫ 本技術によって機器の細かな変化を検知できるようになりました。これにより機器不動作の未然防止につ
ながるなど，メンテナンスの向上を達成することができました。
また，変電機器の点検をCBM化したことで，現場作業の削減も実現することができました。

⚫ 本システムは電力設備を保有する他社さまにも活用していただくことを目指しており，今後も更に精度や
利便性を向上させるべく検討を進めてまいります。

大幅な動作遅延が発生
している機器を検知

遮断器など
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データ蓄積・自動診断

診断結果通知

点検・手入れ

点検結果

手入れ後手入れ前

サーバへ伝送

正常動作

機器動作中の
電流増加を検知

点検にて機構部の固渋を確認
手入れにより電流値が減少した

◆従来はTBM（Time Based Maintenance）で実施していた点検業務を，常時モニタリングするシステムを開発す
ることでCBM（ Condition Based Maintenance ）へ変革し，保守業務の高度化および省力化を目指した。


